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概                   要 

１．開会 

２．挨拶（恵庭市生涯学習推進協議会 会長 松田一則）

３．【議題】 

（１）第５期生涯学習基本計画（案）第３章 計画の推進方法について 

（会長） 

（前調整会議について報告） 

   ・３(２)事業評価方法について、調整会議では案を絞らず、委員の意見を広く反映できるよう 

２案を提示することとなった。協議願いたい。 

   ・３(３)事業評価シートについて、第４期に比べシンプルな仕様となっている。是非意見を 

頂きたい。 

（事務局） 

（３(１)について説明） 

（意見・質疑なし） 

（２）事業評価方法について 

  （事務局）

（３(２)について説明） 

（Ａ委員） 

担当者や委員の変更があると、各年度の対話や評価、感覚の積み上げが難しいのではないか。

  （事務局） 

各年度の成果を見返すことができるよう、各年度の成果を記載した一覧表を資料作成したいと 

考えている。 

  （事務局） 

 担当者の異動は組織の都合上やむを得ないが、異動となった場合であっても成果の積み上げが 

無くなってしまうことがないよう、担当部署内で意思共有を図っていく。

また、委員の変更についても任期の都合上やむを得ないが、委員が変更となった場合について 

も、成果の積み上げが無くなってしまうことが無いよう、１事業に対し複数名の委員で担当願い 

たい。

  （Ｂ委員） 

評価事業については５か年固定で評価対象とするのか。 



  （事務局） 

５か年固定ではない。行政改革や時代の流れから評価事業がスクラップの対象となる場合も 

あれば、新しく対象となる事業がビルドする可能性も考えられる。評価事業が継続性のあるもの 

となるよう選択はしていきたいと考えているが、評価事業により基本理念や基本目標がどの程度 

推進されているのかという点に重きを置きたいと考えている。 

  （Ｃ委員） 

Ｂ案の個別に対話した内容はどのように反映されるのか。

  （事務局） 

個別に記録してもらい、協議会において共有を図りたいと考えている。

  （会長） 

各委員より案の良い点や工夫が必要な点、どちらの案が良いかも含めお聞かせ願いたい。

  【Ａ案】 

   （Ｄ委員） 

Ｂ案は、いつ対話を行えばよいのか判断が難しい。

   （Ｅ委員） 

Ｂ案は、委員は良いが行政が大変だというイメージがある。

【Ｂ案】 

   （Ｆ委員） 

新しい委員への引継ぎがうまくいくのであればＢ案が良い。

（Ａ委員） 

Ｂ案は、時間に縛られなくて良い。

（Ｇ委員） 

Ｂ案は、年度当初に割り振られた事業と委員のスケジュールが合わない際に、別の委員と 

   担当事業を交換することを可能とすることもできるのではないかと考える。

（Ｂ委員） 

  Ｂ案について、評価事業に対する委員の固定は行わないということか。

（事務局） 

  両案ともに各委員の担当事業は最初に割り振る。あくまでも事業に参加することがスケジュ 

ール上叶わないなどの際に、Ｂ案は当初の担当予定事業を変更することが可能となるのでは 

ないかという提案。 

尚、Ｂ案については、意見交換のタイミングを自分たちで決めることができることが特徴。 

（Ｂ委員） 

  子どもの読書事業など、担当事業が割り振られた時点で事業が完了しているケースがある。 

Ｂ案の方が意見を反映できるものと考える。

  【どちらでもない】 

   （Ｈ委員） 

Ａ・Ｂ案の抱き合わせが良いと思うが、コーディネートは大変になる。

  （事務局） 

Ｂ案をベースとして、頂いた意見を反映できるよう工夫することとしたい。 

【Ａ案】 (計３名) 

【Ｂ案】 (計６名) 

【どちらでもない】 (計１名) 



（３）事業評価シートについて 

（事務局） 

（３(３)について説明） 

  （Ａ委員） 

掲載している事業評価シートは、毎年度行う事業評価のシートか。それとも５年間の長期評価 

シートか。 

（事務局） 

５年間の長期評価シートではなく、各年度の事業評価シートとなる。 

４．その他

（事務局） 

・（今後のスケジュールについて説明） 

・セミナー周知 

①課題対応型学習活性化セミナー(道央会場) 

②生きる共生社会コンファレンス(北海道) 

   ・P.15 スケジュールについて、調整会議⑥の日程（11/18→12/16）を修正願う。

５．閉会

協議会の様子 


